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はじめに 

 介護保険 利用者請求・口座振替データ作成（以下、本システムと略す）は、弊社提供の PowerUp 給管鳥及 

び訪看鳥口座振替データ作成の後継アプリとして開発され、介護保険の請求負担と利用者全額負担を合算の請

求書・領収書の作成、口座引落し用のデータの作成を行うシステムです。 

 

起動と終了 

 

プログラムメニューの介護保険 利用者請求・口座振替データ作成またはディスクトップの介護保険 利用者

請求・口座振替データ作成アイコンから起動して下さい。 

次のメイン画面が表示されます。終了は、終了ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

運用開始の前に 

  

 データベースの設定 

 使用するデータベースを設定します。ツールメニューのデータベース設定をクリックします。 

 設定する内容は、販売店にご確認下さい。 

  

 

  

  



 各種設定 

 本システムで使用する各種の情報をセットします。 

 ツールメニューのオプションをクリックします。 

 

 運用ベースに関しては、給管鳥 CSV（給管鳥から出力される請求 CSV）かレセ伝送に使用する CSV かを指 

定します。給管鳥 CSV の場合は、氏名、生年月日が個人識別に利用されますが、伝送 CSV の場合は、氏名、 

生年月日以外に保険情報が個人識別に利用されます。 

 

 

 請求書・領収書に関しては、指定を行った内容が、そのまま反映されます。 

 

 自動控除の設定は、請求マスタを作成後に設定を行って下さい。 

 項目を選択し、金額の初期値（処理時に金額変更可能）、月に 1 回か、複数日数を指定するかのを選択します。 

 このデータは、自動控除入力業務で利用されます。 

 

  

 

 

 

  



 委託者情報 

 口座振替データを作成する場合に、銀行または代行業者からの指定の情報を登録します。 

 ツールの委託者情報をクリックします。 

  

 委託者名は、半角カナで、半濁音は使用できません。 

  

 

 

 銀行コードと支店コードは参照ボタンから入力することが可能です。 

  

 銀行名、支店名を漢字またはひらがなで指定し、検索ボタンをクリックして検索します。 

 該当データを選択（クリックして反転）して、決定ボタンをクリックします。転記されます。 

   

 

 郵便番号辞書サービス 

 利用者情報の登録の際に、郵便番号辞書の WEB サービスを利用する場合に指定します。 

 ツールメニューの郵便番号辞書設定をクリックします。 

 使用する場合は、チェックを付けます。 

  



マスタ作成 

 本システムで利用するマスタを登録します。 

 

 銀行マスタ 

 口座振替データを作成する場合に設定します。 

 ツールメニューのマスタ作成の銀行マスタをクリックします。次の画面が表示されます。 

  

 事前に銀行データがある場合は、参照ボタンでファイルを指定します。 

 通常は、ダウンロードボタンをクリックし、最新版で処理します。 

 ダウンロードをクリックすると、マスタの情報が表示されます。確認して、「はい」で保存します。 

  

 

 参照ボタンをクリックして、bank.dat ファイルを選択して下さい。その後、取得ボタンをクリックします。 

 最新のデータが表示されますので、保存ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

  



 利用者マスタ 

 本システムでは、給管鳥から出力されたファイル又はレセ伝送用のファイルを利用しで基本情報を登録し、不 

足部分を手入力で補うことを基本にしています。直接入力で登録する場合は、利用者マスタをご利用下さい。 

 

 給管鳥から出力されたファイルを利用する場合のご説明です。以下の手順で給管鳥でデータを作成します。 

 

 給管鳥のメイン画面の請求・入金額管理をクリックします。 

  

 

請求入金年月を指定して、情報を取得します。導入時の場合は、金額が 0 の利用者の表示はしないのチェック 

を外すとすべてのデータが表示されます。下の CSV 保存をクリックします。 

 

 

確認画面が表示されますので、OK をクリックします。 

 

 

保存ボタンをクリックして、保存先を指定して下さい。 

 

 

  



給管鳥 CSV から利用者登録 

ツールメニューのマスタ作成→利用者マスタ→給管鳥 CSV 読込をクリックします。 

 

 

 

次の画面が表示されます。参照ボタンでファイルを選択し、読込ボタンをクリックした状態です。 

現在の利用者マスタとチェックして、登録されていない利用者の情報のみ表示しています。 

 

 

登録は、下の新規登録ボタンをクリックして下さい。登録確認ではいをクリックして下さい。 

 

 

正常に登録できた場合は、メッセージが表示されます。 

 

  



レセ伝送用ファイルから利用者マスタ登録 

ツールメニューのマスタ作成→利用者マスタ→伝送 CSV 読込をクリックします。 

 

 

 

次の画面が表示されます。参照ボタンでファイルを選択し、読込ボタンをクリックした状態です。 

現在の利用者マスタとチェックして、登録されていない利用者の情報のみ表示しています。 

 

 

登録するデータを反転し、氏名とカナ氏名を指定し、登録して次へをクリックして下さい。 

氏名を入力すると、カナ氏名は半角カナで自動で指定されますので、確認して下さい。 

 

氏名を指定して、登録した状態です。 

 

  



利用者マスタ 

ツールメニューのマスタ作成→利用者マスタ→利用者マスタをクリックし請求先のデータを追加します。 

また、直接利用者を登録することも可能です。 

患者名は、漢字またはひらがなを指定することが可能です。「下田」「しもだ」のどちらでも対象になります。 

生年月日は、例にあるように指定します。 かなボタンは、氏名の先頭一致者を検索します。 

 

データを修正や追加する場合は、該当者を選択し、データ修正ボタンをクリックします。 

新規登録を行う場合は、登録修正部分に直接指定して下さい。必須項目の入力が確認されると、新規追加ボタ 

ンが有効になります。 

 

 
 

データを指定します。 

タイトルが赤の分は、必須項目です。給管鳥ＣＳＶベースの場合は、氏名、カナ氏名、性別、生年月日、 

レセ伝送用ＣＳＶがベースの場合は、保険情報まで必須になります。画面例は、給管鳥ＣＳＶベースです。 

 

表示対象のチェックを付けないと、通常の検索では除外されるようになります。 

自動控除は、該当する項目にチェックを付加して下さい。 

 

修正の場合は、修正保存をクリックして下さい。 

新規追加の場合は、新規保存をクリックして下さい。修正保存と新規保存は、同時に有効になりません。 



利用者口座情報 

口座振替データを作成される場合は、口座情報の登録が必要です。 

メニューのマスタ作成から利用者口座情報をクリックします。 

利用者を検索して、口座情報を登録して下さい。 

  

 

引落日   引落し日付を数値 2 桁で指定します。 

銀行    銀行・支店を指定します。検索ボタンから銀行マスタの検索が可能です。 

      直接入力の場合は、支店部分からカーソルが移動した時点で銀行支店名を表示します。 

    銀行コード 4 桁、支店コード 3 桁を確認下さい。 

    ゆうちょ銀行の場合は、参考資料をお読みいただき指定して下さい。 

口座  口座の種別・番号・口座名義者を指定します。口座名義者は半角カナで指定して下さい。 

   本人ボタンをクリックすると、利用者本人のカナ指名を転記します。 

   姓名の間のスペースは半角で、カナ小文字は使用できませんのでご注意下さい。 

    口座番号は、必ず 7 桁で指定します。7 桁未満は、先頭にを付加します。 

顧客番号 顧客番号 20 桁を指定します。 

加算額  引落の手数料等があれば、ここに金額を指定します。ない場合は０を指定。 

開始日  口座引落しの開始日を指定します。引落日と開始日の年月が一致の場合、初回になります。 

 

複数の利用者を合算して同一口座から引き落とす場合 

 該当する利用者の口座情報を、代表者の情報（引落日、銀行、支店、銀行名、支店名、口座種別、口 

座番号、口座名義者、顧客番号）と同じ内容を指定して下さい。 

 

 データを修正した場合は、保存ボタンをクリックして下さい。 

 口座振替を行わない場合は、口座削除ボタンをクリックして、口座情報を消去して下さい。 



 請求項目マスタ 

 利用者全額負担の入力を行う場合は、請求項目マスタを登録する必要があります。 

 マスタメニューの請求項目マスタをクリックします。次の画面が表示されます。 

 

 新規登録の場合は、登録修正の欄に直接指定を行って下さい。新規追加ボタンが有効になりますので、クリッ 

クして登録して下さい。 

 

 修正の場合は、検索して表示させた後、選択して修正ボタンをクリックします。 

 削除する場合は、検索して表示させた後、削除ボタンをクリックして下さい。削除確認の表示されます。 

  

  

 控除対象に関しては、医療費控除として認められる場合は、対象を選択して下さい。 

 領収書対象に関しては、領収書に印字するしないを指定して下さい。他医療機関受診の負担金の立替えの場合

等で、領収書がある場合は、対象外にして下さい。 

 

  



請求金額の取得 

 給管鳥の請求金額を取得します。メイン画面の給管鳥 CSV 請求取得ボタンをクリックします。 

 次の画面が表示されます。 

 参照ボタンでファイルを指定し、読込ボタンをクリックします。登録済みの利用者の請求金額が表示されます。 

  

  

 

 請求登録ボタンをクリックすると、確認画面が表示されますので、はいをクリックして保存して下さい。 

  

 

 処理が完了したら、個人毎の結果が表示されますので、確認して下さい。 

  

 

  



 レセ伝送用のファイルから請求金額を取得します。メイン画面の伝送 CSV 請求取得ボタンをクリックします。 

 次の画面が表示されます。参照ボタンでファイルを指定し、読込ボタンをクリックします。 

請求金額が表示されます。利用者登録が無い場合は、氏名の表示がありません。利用者登録を行って下さい。 

  

  

 請求登録ボタンをクリックすると、確認画面が表示されますので、はいをクリックして保存して下さい。 

  

 

 処理が完了したら、個人毎の結果が表示されますので、確認して下さい。 

  



請求書内訳データ 

本システムで、旧システムと同じような請求書発行を行われる場合、介護請求のデータを取得する必要があり

ます。メイン画面で、請求内枠をクリックし、伝送 CSV データ取得ボタンをクリックします。 

次の画面が表示されます。参照ボタンでファイルを指定し、読込ボタンをクリックします。 

請求内容が表示されます。利用者登録が無い場合は、氏名の表示がありません。利用者登録を行って下さい。 

 

請求登録をクリックすると、確認画面が表示されます。 

 

 

処理が完了したら、個人毎の結果が表示されますので、確認して下さい。 

 



利用者負担入力 

 利用者全額負担分の入力を行います。メイン画面の利用者負担入力をクリックします。 

 入力する利用者を検索します。対象月を指定します。 

  

 データの入力は、日付指定の場合は、入力日、コード指定または項目名選択し、単価、数量を指定して下さい。 

 カレンダー入力の場合は、入力日と数量は無視され、カレンダー部の日付と数量が有効になります。 

  

 

 入力したデータを削除する場合は、削除する項目をクリックし、右ボタンで項目削除をクリックします。 

  

  

 削除確認が表示されます。はいをクリックして削除して下さい。 

 



CSV 読込入力 

 各種システムで作成された CSV ファイルから請求データを登録することができます。 

 メイン画面の CSV 読込入力ボタンをクリックします。次の画面が表示されます。 

 参照ボタンでファイル名を指定し、読込ボタンをクリックします。 

 

 ファイルの内容が表示されますので確認して下さい。一番右の利用者情報 ID が 0 のデータは追加されません。 

  

 

 追加ボタンをクリックします。確認画面が表示されますので、はいをクリックして下さい。 

  

  

 結果が表示されます。 

  

 

 

  



自動控除入力 

 利用者に設定している自動控除を一括で処理します。 

 メイン画面の自動控除入力ボタンをクリックします。 

 次の画面が表示されます。控除項目を指定し、対象検索をクリックして下さい。該当者が表示されます。 

金額、対象日、注釈を確認し、データ追加ボタンをクリックして下さい。 

  

 

 確認画面が表示されますので、はいをクリックして下さい。 

  

 

 複数の自動控除がある場合は、繰り返し処理を行って下さい。 

 

  



請求書・領収書 

 利用者向けの請求書・領収書を発行します。 

 メイン画面から、請求・領収書ボタンをクリックします。 

 次の画面が表示されます。対象月を指定し、検索ボタンをクリックします。 

  

 

 発行帳票を選択し、発行日、案内文を確認し、全発行または単独発行ボタンをクリックします。 

 プレビューが表示されますので、プリンタマークの印刷をクリックして印刷して下さい。 

  
 

 請求一覧ボタンをクリックすると、一覧表が発行できます。 

 



口座振替データ作成 

 口座引落し用のファイルを作成します。 

 メイン画面から、口座振替データ作成をクリックします。 

次の画面が表示されます。対象月を指定し、検索ボタンをクリックします。 

  

  

振替日を確認し、データ集計ボタンをクリックします。口座登録があるデータのみ集計します。 

  



 集計データ欄に、口座単位（夫婦で同一口座からの場合は合算）に集計されて表示されます。 

  

 口座振替の申し込みが間に合っていないことが確実な場合は、対象のチェックを外して除外して下さい。 

  

 指定したファイル名以外で作成する場合は、ファイル名変更にチェックを付けて下さい。 

 次の画面が表示されますので、変更して下さい。 

  

 

 データ保存ボタンをクリックして、口座振替データを作成して下さい。 

 作成が完了すると、以下のメッセージが表示されます。 

  

 

 請求履歴に保存（追加）するかの確認が表示されます。 

 対象月の分を初めて作成する場合は、はい、いいえのどちらも同じ結果です。 

 間違いが分かって、再処理した場合は、いいえをクリックして前回分を削除後に保存を選択して下さい。 

  

 

  



 口座振替一覧 

 印刷ボタンをクリックすると、口座振替の一覧表を発行します。 

  

  

 

口座振替結果取得 

 口座振替の結果が返ってきた際に、結果を履歴データに反映することが可能です。 

 メイン画面の振替データメニューの振替結果取得をクリックします。 

  

  

 次の画面が表示されます。 

 参照ボタンでファイル名を指定し、読込ボタンをクリックして下さい。 

 結果が表示されます。 

  

 

 結果を履歴に反映するには、このデータの引落日と請求月を合わせて、その後、更新ボタンをクリックします。 

 

 

 

  



請求履歴検索 

 口座振替データを作成し、保存した履歴を検索表示します。メイン画面の振替データメニューから指定します。 

  

 

 次の画面が表示されます。 

 患者名は、漢字またはひらがなで指定します。対象月は、期間で指定が可能です。条件を指定後、検索ボ 

タンをクリックします。複数の条件は、AND 条件で検索されます。 

  

  

 

 

  



エラーに関して 

 本システムは、十分なテストのもとに出荷しておりますが、想定しないケースでエラーが発生することも 

あります。万一エラーが発生した場合は、そのエラーメッセージや行っていた操作等を記録して、お問い 

合わせ下さい。内容をお聞きし、対応を行います。  

  

 

 

最新バージョンの提供 

 最新のバージョンを確認する場合は、ヘルプメニューのバージョンアップ確認をクリックします。 

  

 最新のバージョンが提供されていない場合は、次の表示があります。 

 

 

 

 最新のバージョンが提供されている場合は、更新確認の画面が表示されますので、必要時は、はいをクリ 

ックします。 

  

 

 

 

その他 

 機能の追加等に関しては、随時受け付けております。内容によって、別途有料で対応の場合もありますが、 

検討して対応をご連絡します。 

 

以下余白 


